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第1回地域塾（7/16）：バタフライ・エフェクトと「壁と卵」
1. バタフライ・エフェクト：最初は小さな動きであっても、確固とした持続
する志と行動がやがて社会を動かし、世界を変革し、新たな歴史をつく

ることがある。2022年7月16日の1F地域塾をバタフライ・エフェクトの始
まりの日としたい。

1961年8月、突如、東ドイツ政府が東西ベルリンを隔てるベルリンの壁を建設。東ベ
ルリンに残された恋人や友人や親族を、自由な世界へ脱出させるため、西ベルリンの若
者たちがベルリンの壁の下に多数のトンネルを建設。やがて、1989年11月、ベルリンの
壁は開放され、1990年11月の東西ドイツの統一によりベルリンの壁は崩壊した。

2. 村上春樹：エルサレム賞受賞スピーチ（2009年2月15日）
『壁と卵（Of Walls and Eggs）：常に卵の側に』 ← ガザ紛争
「もしここに硬い大きな壁があり、そこにぶつかって割れる卵があったとしたら、私は常
に卵の側に立ちます。どれほど壁が正しく、卵が間違っていたとしても、それでもなお私

は卵の側に立ちます。正しい正しくないは、ほかの誰かが決定することです。あるいは時
間や歴史が決定することです」

「我々はみんな多かれ少なかれ、それぞれにひとつの卵なのです。かけがえのないひ
とつの魂と、それをくるむ脆い殻を持った卵なのです。私もそうだしあなた方もそうです。

そして我々はみんな多かれ少なかれ、それぞれにとっての硬い大きな壁に直面している
のです。その壁は名前を持っています。それは『システム』と呼ばれています。そのシス
テムは本来は我々を護るべきはずのものです。しかしあるときにはそれが独り立ちして
我々を殺し、我々に人を殺させるのです」
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第2回1F地域塾（9/10）： エンパシー（他者の靴を履く能力）と
新しい世界をつくる可能性

1. シンパシーは、貧しい人々や病気などで苦しむ人々という特定

の人々への同情。エンパシーは、あらゆる人々に対して、なぜ自分

と異なる生き方をしているのか、なぜ自分と異なる考え方をしている

のかを理解する能力＝多様性を理解する能力。

英語では、Put on someone’s shoesという慣用句で表現され、他者
の靴を履く能力と言われる。

2. 他者の靴を履くためには、まず自分の靴を脱がなけれならず、エンパシー能力とは他
者の靴を履く能力であり、自分の靴を脱ぐ能力。自分を守っている自分の靴を脱ぐことは
精神的負荷が大きく、容易なことではない。

そのためには、安心して安全に自分の靴が脱げる「場（サンクチュアリ）」が必要です。
安全安心に自分の靴が脱げ、他者の靴が履ける「対話の場」=「学びの場」として1F地域
塾をつくっていきたいと思います。
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第3回1F地域塾（9/17）：福島の復興と廃炉に必要な人材とは何か？
共に考え、共に学ぶ境界知作業者

エンパシー能力を身につけることは、世界の多様性を知り、学ぶことであり、現在の世界で

はない、別の世界の可能を考えることを可能にします。こうしたエンパシー能力を備えた人々
を境界知作業者(boundary worker) と呼び、科学と政治と社会の対話の橋渡しをする人々で
あり、現在の福島の復興と廃炉において最も必要な人材です。
1F地域塾を通じて、私自身、塾生の皆さんと共に学び、共に考えることを通じて、一緒にエ
ンパシー能力を身につけ、境界知作業者となることに挑戦したいと考えています。
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第4回1F地域塾（10/1）: なぜ「地域のなかの廃炉」という
アプローチを考えることが必要かつ重要なのか？

1. 「廃炉のなかの地域」と「地域のなかの廃炉」との違い

2. 「１F廃炉の先を考える」という本当に大事な問題は、どのような問題

なのだろうか？

3. トランス・サイエンス的（科学を超えた）課題として「１F廃炉の先」問題

4. 科学に問うことができるが、科学では答えが決められない課題

→ 最適解の存在しない課題

→ 海洋放出は科学的に合理的な解の一つであるが、最適解では

ない。科学的に正しい方法は幾つもあり、科学では「正解」を決

められないし、科学の名の下に「正解」を決めてはいけない

→ 1F廃炉における「解体・撤去」方法は最適解ではない

5. 「１F廃炉の先」というトランス・サイエンス的課題は、科学と政治と社

会の協働でしか社会的に納得可能な解決策は得られない
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第1期1F地域塾の運営体制
運営委員
松岡俊二（1F廃炉の先研究会・代表、早稲田大学）：塾頭
崎田裕子（1F廃炉の先研究会・副代表、環境ジャーナリスト）：副塾頭
森口祐一（1F廃炉の先研究会・副代表、国立環境研究所）：副塾頭
井上 正（1F廃炉の先研究会、電力中央研究所）：副塾頭
小磯匡大（創造的復興研究会、ふたば未来学園、楢葉町）：副塾頭

鈴木知洋（1F廃炉の先研究会、ふたば未来学園）：副塾頭
南郷市兵（創造的復興研究会、ふたば未来学園）

遠藤秀文（1F廃炉の先研究会・代表、株式会社ふたば、富岡町）
菅波香織（1F廃炉の先研究会、未来会議、いわき市）
佐藤亜紀（1F廃炉の先研究会、HAMADOORI 13、大熊町）
宇野朗子（U.Lab Japan）
新妻竹彦（漁業者、いわき市）

大和田徹（創造的復興研究会、広野町役場）

秋元菜々美（F-ATRAs、富岡町）
井出大雅（株式会社ふたば、富岡町）

岡崎 誠（東京電力）

溝上伸也（東京電力）

高垣慶太（創造的復興研究会、早稲田大学社会科学部 2年）
横山和毅（カタリバ・ふたば未来学園） 8



第5回地域塾の時間割

9

「原子力災害の記憶の継承と1F廃炉の先を考える」
司会：小磯匡大（ふたば未来学園、副塾頭）・鈴木知洋（ふたば未来学園、副塾頭）

13:00-13:10：松岡俊二（塾頭）: 第1期1F地域塾の発足にあたって
13:10-13:40：高原耕平

（創造的復興研究会・文化班主査、人と防災未来センター主任研究員）

13:40-14:00：秋元菜々美
（1F地域塾運営委員、F-ATRAs、富岡町）

14:00-14:20： 上川直大
（東京電力・安全推進室/安全啓発ＧＭ兼安全啓発創造センター）

14:20-14:50：質疑

（10分休憩）

15:00-16:30： グループ「対話の場」
（司会：井出大雅、高垣慶太、菅波香織、森口祐一、崎田裕子、井上正）

（10分休憩）

16:40-17:50： グループの対話の紹介・報告及び全体の「対話の場」
17:50-18:00： まとめ



対話の場の6グループ
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協働学習ルームのWiFi
ID: MIRAILAB-gakushu
PW: futabas2017

地域協働スペースのWiFi
ID: MIRAILAB
PW: futabas2017

部屋割案
A︓ALS２
B︓ALS３
C︓地域協働スペース
D︓地域協働スペース
E︓地域協働スペース
F (オンライン）協働学習ルーム



1F地域塾の「対話の場」＝「学びの場」のお願い

• 「対話の場」＝「学びの場」に参加する全ての参加者は、「〇〇さん」と
いう「さん付け」で呼ぶようにお願いします。

• 自分と異なる意見であっても否定をすることなく、なぜそのような意見
が主張されるのかを、相手の立場に立って理解する努力をお願いしま
す。

• 「本当に大事なこと」を深く広く考え、将来の選択肢を考えるため、多
様な材料や情報を自分で学んでいくことを大切にしましょう。

• １F地域塾を通じて、「他者の靴を履く（put on someone’s shoes）能
力」＝エンパシーについて考えたいと思います。

• 報道関係者の取材があります。可能な範囲でご協力をお願いします。

• 新型コロナ感染が再拡大していますので、マスク着用・手洗い等も含
め、安全第一の行動をお願いします。
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水俣市（2019年発表者撮影）



（島崎2011）



『日本国史大系 第４巻』

「そして、激しい波と高潮がやってきてさか

のぼり、また漲り進んで、たちまち多賀城の

直下まで到来した。海を離れること数十百里

の距離まで冠水した様子は、広々としてその

果てを区別することができない。原野や道路

はすべて青海原のようになってしまった。船

に乗る余裕もなく、山に登る時間もなく、そ

の中で、溺死するものが千余人にも及ん

だ。」（保立2012）



／



伝承と継承を区別する

•継承＝具体的なもの（記憶、技能、価値、考え）を伝
えること

•伝承＝環境（行為・態度・生活・文化）を通じて、何
かが伝わってゆくこと



伝承

継承

Key1：伝承と継承の区別



事例 母親のエピソード

• 昭和42年阪神大水害

• 母・和子（当時小学生、神戸市中央区在住）

• 「水害で小学校のグラウンドに大きな岩が流れ込んできた。そ
の岩を爆破するために自衛隊の工兵部隊が来た。お母さんはそ
のときクラスの学級委員で、教室に残っとかなあかんかった。
自衛隊のおじさんにアルミホイルに包んだめっちゃでっかいお
にぎりをもらった。じぶんの頭ぐらいあるサイズ。それをもう
ひとりの学級委員の女の子とはんぶんこして二人で食べた。二
人とも恥ずかしかったのか、背中合わせに座って、だまーって
食べてた」





事例 母親のエピソード

• 子供のころに2-3回、同じエピソードを聞いた。

• なぜか覚えている。

• 「防災」「教訓」の観点では、全く役に立たない。
• “小学生でも鮮明に記憶に残るぐらいの大水害だった”…？

• “自衛隊のおじさんは巨大なオニギリを食べる”…？



意図的

非意図的
• 伝承を目指していないが、結果として伝承している
• ほとんどの日常行為

日常的

伝承 • Ad hoc
• 家族や知り合い。
• 伝承のために成立した関係ではない
• 目的や理念を持たない
• 意味や意義を重視しない
• 言語活動に限定されない

• 明確な目標、目的、理念。
• しばしばチーム活動。伝承を通じて関係が成立。
• 意味や意義を絶えず確認。
• 公共的、教育的。
• 計画的、資金面の支え。資格や施設。
• 言語中心。

計画的



意図的

非意図的
• 伝承を目指していないが、結果として伝承している
• ほとんどの日常行為

日常的

伝承 • Ad hoc
• 家族や知り合い。
• 伝承のために成立した関係ではない
• 目的や理念を持たない
• 意味や意義を重視しない
• 言語活動に限定されない

• 明確な目標、目的、理念。
• しばしばチーム活動。伝承を通じて関係が成立。
• 意味や意義を絶えず確認。
• 公共的、教育的。
• 計画的、資金面の支え。資格や施設。
• 言語中心。

計画的
言語的

非言語的

継承

➢ 教訓
➢ メッセージ

➢ 物語

➢ 体験

➢ 断片的想起

➢ 感情、態度

➢ 身体的記憶



毎日新聞「「伝承者」活動、厚労省が支援へ 次世代へ継承」2018年
https://mainichi.jp/articles/20180119/k00/00m/040/060000c

被爆体験伝承者養成事業



ホロコースト証言
3D化プロジェクト



https://hiroshimaforpeace.com/paintings-of-the-
atomic-bombing-by-high-school-students-art-club-
hiroshima-municipal-motomachi-senior-high-school/

被爆者の証言を現代の高校生が絵と
して描く
（広島市立基町高等学校美術部）



「1.17希望の架け橋」

• メンバーは15-24才

• 体験者から証言を聞き取り、映
像化

• インスタグラムで公開

神戸新聞「「阪神・淡路」遺族らの肉声集めた証言映像 若者たちがインスタで公開へ」2022/1/12
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/202201/0014979796.shtml



伝承

継承

非言語的言語的

日常的

計画的

非意図的

Key1：伝承と継承の区別

Key2：技法の多様性



／



分析：伝える／伝わる

• 体験・考え・実感を完全に共有・伝達することは不可能

• 「よくわからない」と「なんだかわかる」「わかってもらえ
た」の違いはわかる

• 理解や共感や確認の可能性に開かれていること



分析：語る／話す／歌う

• 語る：語り方を半ば意識しながら語る（二重化、屈折）

• 話す：自身の意識そのままに話す（二重化が無い）

• 歌う：主体が薄れ、リズムと旋律に任せる

（坂部恵『かたり』）



p4c (philosophy for children) 

• マシュー・リップマン『探究の共同体』

• トーマス・ジャクソンのハワイp4c
• Physically Safe 身体（体調）の安全

• Emotionally Safe 感情（気持ち、こころ）の安全

• Intellectually Safe 知性の安全





• 宮城県の復興課題を複数のテー
ブルで並行して語り合う

• 「会話は時に噛み合わない。た
だ、噛み合わなくても良い」

• ＝安全な場所で問いが共有され、
相互理解に開かれていることの
心地よさ？



伝承

継承

非言語的言語的

日常的

計画的

非意図的

？

語る

話す

Key1：伝承と継承の区別

Key2：技法の多様性

Key3：対話の安全



？



記憶／物語の主体であるか

• わたしたちは常に「記憶の政治」の内部にいる
• 記憶／物語を再構成する主体のせめぎあい

• 「以前・事故・以降」を語る／聴く／伝える主体であるか
• 感じる／聴こえる／伝わる世界を確保しているか



未来ではなく、まず現在の問題

• 物語の主体性の確保＝背景の社会構造の意識化

• 個々人の小さな体験・小さな物語を、普遍的なものへつなげる
• 「個別は普遍に至る」（村上靖彦）

• 「個人的なことは政治的なこと」（第2波フェミニズム）



伝承

継承

非言語的言語的

日常的

計画的

非意図的

？

語る

話す

Key1：伝承と継承の区別

Key2：技法の多様性

Key3：対話の安全

Key4：物語の主体



自然と街並み

• 街並み＝以前以後の記憶を語りだ
す手がかり

• 自然を味方に付ける？





伝承

継承

非言語的言語的

日常的

計画的

非意図的

？

語る

話す

Key1：伝承と継承の区別

Key2：技法の多様性

Key3：対話の安全

Key4：物語の主体



「地域を解体する」ことに
対するアプローチ

秋元菜々美



秋元 菜々美
あきもと ななみ

1998年、福島県双葉郡富岡町生まれ。い
わき総合高校で演劇を学び、葛尾村の一般

社団法人で村内ツアーの企画・運営を経験。
元富岡町役場職員。

現在は、自身の経験をもとに富岡町を語り
めぐるツアーを企画・実施。

活動を通して出逢った演劇ユニット
humunusの小山薫子とキヨスヨネスクと共
に富岡町にてツアー型の演劇作品「うつほ

の襞/漂流の景」を共同創作。また富岡町
に文化拠点「POTALA-亜窟」を準備中。
拠点にて、アーティストの受け入れ、リサ

ーチのサポート等もおこなっている。



humunusツアープロジェクト「うつほの襞/漂流の景」



なぜこんな活動をしているのか

地域の地形・文化・歴史のリサーチをし、そこから見えてきたことをツアーや

演劇という手法を使って参加者とともに発見していくことで、現在の風景の意

味性の再解釈をしていく。この活動は表現であると同時にまちづくりである。

● どのようなリサーチをしてきたか。

● なぜツアーや演劇なのか



どのようなリサーチをしてきたか



震災前の中央商店街

http://tamagazou.machinami.net/tomioka-town.htm



2013年 2021年

Googleストリートビュー



夜の森（2022年1月以前）



①境界のまち



②-1 漂流の民のまち



②-2 漂流の民のまち



これからも地域を解体して、

新しく作り直していくことを続けていくのか。

● 地域を解体してきた要因は、戦いや飢饉、国策（石炭・原発）の転換期、震

災など、多くの人が亡くなったり、生活を失うなどの不幸な影響があったも

のばかり。

● それらに対しての対策なしに果たして「まちづくり」は成立するのか。

● これらの地域性を改めて見つめ直す機会としてのツアーや演劇。



大熊インキュベーションセンター
（旧大野小学校）

https://futabafuture.com/2022/07/22/202220722okuma/



図図倉庫
(ズットソーコ) @飯館村

https://www.facebook.com/marbling.inc



なぜツアーや演劇なのか



「うつほの襞/漂流の景」
どこからどう見るか（パースペクティブ）

今はなき風景をいかに立ち上げるか。

実際の町を自分の足で歩き、自分の手で触れる。

humunusツアープロジェクト



野外
風景に物語を重ねることで、時代のレイヤーを何重にも重ねていく。
「解体された過去の風景」が立ち上がり、重層的な地域の姿が現れる。



なぜこんな活動をしているのか

地域の地形・文化・歴史のリサーチをし、そこから見えてきたことをツアーや

演劇という手法を使って参加者とともに発見していくことで、現在の風景の意

味性の再解釈をしていく。この活動は表現であると同時にまちづくりである。

● 実際の町を自分の足で歩き、自分の手で触れる。

● 風景に物語を重ねることで、時代のレイヤーを何重にも重ねていく。

● 「解体された過去の風景」が立ち上がり、重層的な地域の姿が現れる。

→どのような順番でどこからどう見るかという経験のデザインをする
ツアーはとても演劇的であり、地域性を改めて見つめ直す機会に

なると考えられる。



東京電力福島第二原子力発電所

2021年撮影（PHOTO BY キヨスヨネスク）



これからも地域を解体して、

新しく作り直していくことを続けていくのか。

● 地域を解体してきた要因は、戦いや飢饉、国策（石炭・原発）の転換期、震災な

ど、多くの人が亡くなったり、生活を失うなどの不幸な影響があったものばかり。

● それらに対しての対策なしに果たして「まちづくり」は成立するのか。

● これらの地域性を改めて見つめ直す機会としてのツアーや演劇というアプローチ

での「まちづくり」を実施している。

→アーティストや地域住民との協働の中で継続をしていきたい。



東京電力グループの取り組み

2022年12月

東京電力ホールディングス（株）

安全推進室 安全啓発G

上川 直大

原子力事故の事実と教訓を伝える全社員研修

12/10 第5回1F地域塾参加者限り



1安全推進室 安全啓発G 紹介

東京電力グループ全社員（約3万人）を対象に

「原子力事故の事実と教訓を伝える研修」

を行っています。
研修施設 所在地 横浜市鶴見区

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



2東京電力グループの紹介

従業員：約8,000人

従業員：約1,200人従業員：約16,000人 従業員：約2,800人

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



3東京電力の事故継承の取り組み

原子力事故 関連資料の収集・体系化

2017年末頃 プロトタイプ展示 制作完了

（パネル約50枚）

2018年7月 全社員研修 開始

2014年頃～

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



41巡目研修

ゴール：原子力事故の事実と教訓の理解

実施期間：2018年7月～2020年9月

パネル説明（120分） 車座対話（60分）

• 事故の事実

• 事故の教訓

• 社会に与えた影響

• 福島の現状 など

• 研修を受けた気付きの共有

• 行動宣言の作成・発表 など

部門・役職・世代混成

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



51巡目の振り返り

安全に対する おごり・過信
「まさか起こるはずがない」

「ここまでやったから大丈夫だろう」

安全を最優先させる意識と行動が徹底出来ていない事案が散見される

東京電力全社に 安全文化を醸成 させることが急務

原子力事故の教訓

安全最優先といいながら・・・

東京電力全体に関わる問題

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



62巡目研修 実施期間：2021年4月～2022年4月

ゴール：安全文化の醸成

車座対話（80分）

• 原子力事故を踏まえ、安全文化の側面で、東京電力に不足していること

部門・世代混成

＠オンライン

→ どうしてその問題は起こっているのか

→ その問題を放置するとどうなる

→ どうすればその問題は解決するか

なぜなぜを繰り返し、

本質的な議論へ
（例）

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



7新入社員研修

パネル説明（80分）

車座対話（60分）

原子力事故の事実と教訓の理解

事故の教訓を踏まえ、

東電社員としてどう行動するか

新入社員には個別に研修を実施

事前学習

• 事故の経過

• 事故の原因と教訓 など

研修当日

パネル説明（80分）

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



8今後の展開

継続的に研修を実施していく予定

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



9本日ご参加の皆さまに議論をお願いしたいこと

東京電力が行っている

原子力事故の事実と教訓を伝える研修

について、ご意見やご感想などをお聞かせください。

12/10 第5回1F地域塾参加者限り 東京電力ホールディングス株式会社



10

以 上


